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連
日
、
国
内
の
み
な
ら
ず
世
界

的
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
報
道
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

４
月
16
日
に
は
全
国
に
緊
急
事
態

宣
言
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
和
歌
山

県
に
お
い
て
も
、
「
密
閉
空
間
」

「
密
集
場
所
」
「
密
接
場
面
」
の

「
３
つ
の
密
」
が
重
な
る
状
況
を

避
け
る
こ
と
や
不
要
不
急
の
外
出

の
さ
ら
な
る
自
粛
な
ど
感
染
拡
大

の
防
止
対
策
が
県
民
の
皆
様
へ
の

お
願
い
と
し
て
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

湯
浅
町
に
お
い
て
も
、
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
町
内
小
中
学
校

の
休
校
措
置
を
取
っ
た
ほ
か
、
大

相
撲
湯
浅
場
所
、
醤
油
ロ
ー
ド
マ

ラ
ソ
ン
、
シ
ロ
ウ
オ
ま
つ
り
に
加

え
、
七
夕
ま
つ
り
と
湯
浅
ま
つ
り

花
火
大
会
と
い
っ
た
多
く
の
人
が

集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
を
延
期
・
中
止

と
し
ま
し
た
。
今
後
の
イ
ベ
ン
ト

に
つ
い
て
も
、
開
催
の
可
否
を
状

況
に
応
じ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

湯
浅
町
で
は
、
高
齢
者
や
妊
婦

の
方
、
町
内
小
中
学
校
の
児
童
・

生
徒
、
持
病
等
を
お
持
ち
の
方
へ

の
マ
ス
ク
の
配
付
や
、
必
要
と
さ

れ
る
施
設
な
ど
へ
の
消
毒
液
の
配

付
な
ど
感
染
拡
大
防
止
に
努
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。
更
に
町
行
政
と

し
て
、
湯
浅
町
独
自
の
支
援
策
を

実
施
で
き
な
い
か
と
現
在
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
の
で
、
町
民

の
皆
様
に
も
引
き
続
き
感
染
拡
大

防
止
へ
の
取
組
み
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
誤
っ
た
情
報
や
不
確
か

な
情
報
に
よ
る
感
染
患
者
へ
の
誹

謗
中
傷
等
の
人
権
侵
害
に
つ
な
が

る
行
為
は
厳
に
慎
ん
で
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
正
し
い
情
報
に
よ
る

冷
静
な
行
動
を
併
せ
て
お
願
い
し

ま
す
。

物　資 配　付　先

サージカルマスク
または消毒液

妊婦のいる世帯全員（３回）
透析患者（65歳未満）
65歳以上の高齢者（２回）
町内の保育所・幼稚園・小・中・高校、学童保育所
社会福祉協議会、なぎ園、老人大学
老人施設、介護施設
町内公共施設、医療機関、有田広域休日急患

医療用アイガード 消防組合・有田医師会
医療用グローブ 有田医師会
消毒用次亜塩素酸水 湯浅町内の希望者

●これまでの主な感染症対策物資の配付

▶
湯
浅
町
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
ト
ッ
プ
画
面

を
変
更
し
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
関
す
る
緊
急
情

報
は
こ
ち
ら
か
ら
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◀
次
亜
塩
素
酸
水
の
配
布

湯
浅
町
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
関
す
る
緊
急
情
報
を
、
防
災
無
線
や
臨

時
チ
ラ
シ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
り
町
民

の
皆
様
に
迅
速
に
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
い
ま
、

町
民
の
方
々
に
気
を
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い

感
染
症
対
策
や
、
国
の
支
援
策
、
イ
ベ
ン
ト

等
の
開
催
予
定
、
公
共
施
設
の
貸
出
状
況
な

ど
を
随
時
公
開
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
一
日
も
早
い
終
息
に
向
け
て

感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
の
取
り
組
み
を
続
け

て
参
り
ま
す
。

マ
ス
ク
、
消
毒
液
等
の
感
染
症
対
策
物
資
が

全
国
的
に
不
足
す
る
中
、
ご
厚
意
に
よ
り
ご
寄

付
い
た
だ
い
た
物
資
等
に
つ
い
て
、
感
染
リ
ス

ク
を
考
慮
し
、
順
次
配
付
を
進
め
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

8令和２年５月

○「人権擁護委員」ってどんな人？
「人権擁護委員」は、地域の皆さんから人権相談を受
け、問題解決のお手伝いをしたり、法務局の職員と協
力して人権侵害から被害者を救済したり、地域の皆さ
んに人権について関心を持ってもらえるような啓発活
動を行ったりしています。

○ 6月 1日は「人権擁護委員の日」です！
6 月 1 日は、人権擁護委員法が施行された日です。

全国人権擁護委員連合会では、この日を「人権擁護委
員の日」と定め、より一層の人権尊重思想の啓発に努
めています。

人権擁護委員制度をご存知ですか？
人権推進課　人権係（総合センター）☎６４－１１２６人権推進課　人権係（総合センター）☎６４－１１２６

●増
ます も と

元 貞
さ だ お

夫　　●星
ほし や ま

山 俊
し ゅ ん じ

二　　●藤
ふじ も と

本 嗣
つ ぎ こ

子　　●中
な か お

尾 一
か ず ひ ら

平　　●平
ひらばやし

林 園
そ の こ

子

湯浅町では、湯浅町長が推薦し、法務大臣から委嘱された次の方々が人権擁護委員を務めておられます。（敬称略）

ピンクのベストを着て啓発をしています！

障がい者等用駐車場の適正利用のために
障がい者等用駐車場区画は、身体に障がい（視
覚障がい、肢体不自由、心臓・腎臓などの内部障
がい）のある方や、妊産婦、高齢者、病気やけが
等で歩行が困難な方が、車の乗り降りをしやすい
ように配慮された駐車スペースです。
思いやりの気持ちでマナーを守り、適正に駐車
場を利用しましょう。

「人権擁護委員の日」にちなみ、下記のとおり特設人権電話相談を開設します。

■日　　時　　6月1日㊊　10：00～16：00まで
■電話番号　　☎６４－１１２６
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、会場での対面による相談は、行っておりません。
※相談は無料（通話料はかかります）で秘密は守られます。人権擁護委員が相談に応じますので、
お気軽にご相談ください。

湯浅町特設人権電話相談

9 令和２年５月


